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第 6口 神 奈 り|1県 支 部 総 会 開 か ,

本 日 (3月 20日 )は御多忙な折 、多数 の校友 の方 々、御出席
~

うございます。ここに第
`回

支禦,総会を開催歌 します。

,日  時  昭和 63年 3月 2o日 (日 )午後 4:00´ ‐ヽ

・場 所   ヨコハマプ ラザ ホテ ル (横浜駅東 日)

住 所 横浜市西区高島  2-12-12
曾  045-461-1771

・ 来 賓  谷 噸武雄 総長

・ ア トラクシ ョ_/ 日本舞 踊

′ .6

:さ りありがと
ヘ

昭和も
=Er 3馬

20日 (「
F)

62年 度 忘 年 大 会 も 盛 況 に 終 わ る

東川 紀夫 (昭 38年理工 )

校友会神奈チ1果支部 の忘年大会が横浜市 中区 の中華街

「 ホテ ルアス ター」 にて午後 4時 』1り 開催 され ました。

当 日は雪 日和 の天候 で tノ たが40数名の参加があ りま t_メ た。

懇現会に先だち西村弘 (所年経)様より、これ 力)ら

ます ます発展 するであろうウオーター ァロン トの一環

として神奈 lll県 のコ ッ トハーバーの現況 とアメ リカンカ ップ に,い ての議演が

あ りました。引 き続 き懇編 会 に移 りました。久 し振 りで先輩、

`)輩
、家族 の方

々がなごやかな時間を過 t~す ことが 出来 ました。 (昭 62年12月 6]に て )

りがあ りま t′た ら紹介 ιノて 下さい。 また多数 の出 席をお願

い致 します。会費は 2,o00円 位。

上 田 隆 (昭 41年法 )



薄和 63年 3月 20日 (日 ) り つ め い か な が t, 第 ]1号

第 6回 神票川県支部総会開催にあたり、支部役員 (案)′ 昭和62年度会計報

告 :昭和63年度会計予算案 :神奈JII県支部のあゆみを提案 ,報告致 します。

○ 支 部 役 員 (案 )

顧  間  関口要三 (大14年 専経) 小田切義雄 仁8年文)

相 談 役  西村 弘 (26年経)岸本哲夫 (26年法)相沢良信 ●0年理工)

支 部 長  勝田寛― (25年文) 
貯藤寿弥 (27年経)茂山哲也 (31年理工)副支部長  梶岡重義 ("年理工),

幹 事 長  武田智敬 (30年法 )

副幹事長  車 字成 (32年法)上田 隆 (41年法)都築 治 (41年文 )

長谷川貞栄 (45年文 )

事  森 田康夫 (19年理工)織田陽 司

事  五十川  山 本  浜  田

堤  芦 川  松  田

久 保  芝 野  京 川

小 西  高 田  小 野

人 見  山 下  山 仁

会  計  上 田  長 浜

名  簿  登 り|!  都 築  橋 本

広  報  鶴 見  京 川  長谷川

○ 昭和62年度 立命館大学校友会 神奈川県支部
会

谷
柾
　
嶋

重
］
石
水

監
幹

立
本

井
　
　
泉

橋

石
０口

浦
浜

山
三
長

(35年理工 )

鶴 見  桜 本

長谷チ||

」」 下  長 浜  泉

会計報告 昭和 63年 3月∞ 日

計   上日 隆
長浜隆文

∨

昭和 63年度 立命館大学校友会 神奈川県支部
△
‐

予算実

計   上田 隆
長浜隆文

ν

会員一人 il・ と りの会奮が、支部 の充実 した運営 。発展 に結びつきます。

皆様 の御支援 ,御協力を御願 い致 します。

1.676.246



昭和68年 3月 20日 ,日 )

O 神奈チ|1県支部のあゆみ

。支部設立にむけて ,

昭和57年10月神奈県在住の立命館技友名簿にもとづいて トー ′儘の相沢・
田・浜田様が神奈

'1県
支部設立の意見を求めるハガキを発送

・ 昭和58年 2月 11日 神奈川県支部設立総会 於 :サ |1崎 日航 ホjル
`講湊会・美術鑑賞会・ハイキング 開催

※ りつめい神奈川 創刊号・ 2号・ 3号 。支部名簿発行

昭和
"年

度

。昭和 59年 4月 1日 第 2回支部総会 於 :ヨ コハマプ ラザ ホう
。講演会・ 美術鑑賞会 ,ゴ ルフコ ンペ 。海 つ り大会 ,忘年 大会
・ 7月 18日 よ り毎 月第 3水曜 日に情報交換会を開催

※ りつめい神奈

'|14号
・ 5号発行

昭和

“

年度

:璽羅聾∫翡具紫 響鼻△
:.亀

得讐畠迄
※ りつめい神奈 ||16号発行

昭和 61年度

:墨留懸13昇 3ヨ」∫.翠やま豪ζピf繁晃晏靡蓬
テル

※ りつめい神奈川 7号… 3号・
=外

発行

昭和62年度

l雪認ザ雪ι員
'尋

j腎習l毒異瞥f漂どlξ畠進
マプラザゴFう

※ りつめい神奈川 9号 ・10号発行

昭和6=年度

,し

,じ
.

開催

ヘ

ヘ

:暑

羮:[言iた紳凩Ъ鷲朧 汎
神奈チll県支部 の皆様へ。「立命館創始百二十年 ,学園劃立 t十周年

の基金協力 について」・ ・ヽ .。

募金活動特別委員長 車 宗成 (32年法 )

当地、神奈川は幕末の開国以来、国際関係 に最も係 った

地の一つであり、記念事業で他大学′、先がけての国際関係
学部の開設の意義は大であると考えます。支部では募金活
動特別委員会を設置 し、活動を始めました。皆様のご協力
をぉ願ぃ申し上げます。



昭和 63年 3月 20冨

りつめい神奈川 第 7回ゴ ル

ア大会 、中村 さん 。舞 8□

大会 、秦 さ A′ 優勝 す !

舞 7回大会が昭 62.`.29

(a)沼津国際 CCで
"人

の

参加を得て行われた。

中村勲 (33年潟 | さんが

優勝。又、第 8回大会は昭32

11・ 22(日 )、 好天 に意 まれ 、

お名の参加で行 われた。優勝

は秦師三 (3二 年理工)さ ん。

第 3回か ら鴫崎杯 ができたが

秦 さスJが同時 に獲得。東京 支

部の雅会か ら F名の参加があ

つた。

第   9  回

ゴ ルフコンペ のお知 らせ

・期日 昭63年 4月10日 {口 )

.集合 現地 9'゛ 0

°場所 沼津国際 CC
・申込 茂山哲也 (=1理 工 )

雪 045-35t-4819

`副支 部長住所変更 のお知 らせ

斎藤寿弥 (2.r騒ケ

逗子市逗子 7-'-13
20468-71-3143

'幹事住所変更のお知らせ
松日 粋 (34理 工)

横浜市鶴見区東寺尾
1-12-18  0045-582-5224

長浜隆文  横浜市港北 EXI日 吉本町 3●5-19-102 8044-62-9411

◎ ユ命館大学校友会報「 りつめい」昭和63年 3月 25日号 (第 133号)に校友

の集まる店という題で神奈||1県 支部 の活動の様子が掲載 され ます。

ご期待下さい。

■̈
■
”
■
●
●
〓
●
■
■
■
●
■
■

，
〓
〓
〓
Ｆ
ｔ
Ｖ

，
■
ヽ
■
■
●
■
■
■
■
●
Ｉ
■
やヽ
■
●
■

，
お
ｔ

，
■
■
■
■
■
摯
■
事
ヽ
■
■
■

，
黛
■
●
Ｉ
■
■
■
■
■
●
■
■

，
■
年
ヽ
■
ヽ
●
●
工
■
■
ヽ

鰈
凛舞

“̈魂
。三

発
本部彗爆
任した　
　
　
　
薦
晩
斜
区』「鳳

班
鰤膳
号
た。願

れ
↓瑯森裁嚇けイ胡］け
一　
　
菊
岡

平
八
郎
さ
，海

一
』
輝離
罐
頴
葉
ｍ
詢
［縫
識
〓ｒ雌『馨

戻
っ
た
」。県
公
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
　
　
・・ｔ
ｒ
，
・１
・―
・‐
１
‘
‥
・に
，１
，　
・
，
，
１
，
　
　
　
　
　
　
本
部
に
泊
ま
り
込
ん
だ
こ
と

「私
の
時
に
は
な
か

っ
た
「横
　
　
就
任
あ
い
さ
つ
で
県
警
幹
邸
　
く
な
れ
ば
タ
テ
、
ヨ
コ
の
パ
イ
　
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
い
け
な
　
る
。
前
ほ
地
の
千
葉
県
警
で
は
、

浜
そ
こ
う
」が
で
き
た
し
、
Ｍ
Ｍ
　
に
求
め
た
の
は
積
極
的
に
問
題
　
プ
が
つ
ま
り
や
す
く
な
る
。
隣
　
い
。
明
る
く
て
風
通
し
の
い
い
　
腐
田
空
港
を
め
ぐ
る
グ
リ
ラ
対

飢
地
区
を
見
れ
ば
美
術
館
の
骨
　

・
１
１
１
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
卜

　

雰
囲
気
に
し
、
話
が
上
に
ど
ん

策
で
本
部
長
と
し
て
陣
頭
推
揮

S62.6.18  71,奈 力|力 7口鷲より

▼

V



神
戸
静
の
師
渉

ご
裂
援
レ
ま
か
ょ

煮

、
憲

を
ま

た
た

撃

し
て
は
し
い

一と
い
い
、宮
崎
帯
長

が
総
論
、
行
政
の

一
線
に
立
つ
部

「埜
口
市
商
法
」
な
ど
と
言
わ
　
入
っ
て
戦
後
の
復
興
壼
一
が
け
、
　
マ
ヽ

，一二
パ
ー
シ
ア
ー
ド
の
南
餞

．長
、
課
長
ク
ラ
ス
が
応
緩
と
し
て

れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
市
政
尋
営
で
畑
　
経
済
、
建
設
、
総
務
各
局
長
を
摩
　
０
こ
【葉
公
口
を
つ
く
っ
て
神
戸
ラ
　
技耳語
の
議
義
を
予
定
し
て
い
る
。

ら
れ
る
宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
つ
も

任
。
数
十
二
議
で

が
、
賄
月
か
ら
半
年
間
、
神
声
大
　
碧
役
に
就
任
し
、

学
経
営
学
部
の
非
常
動
蒙
証
と
し

【
十
四
年
に
一Ｌ
麻

て

「都
市
経
営
静
」
を
請
表
す
る
　
日
忠
次
郎
氏
の
後

こ
と
が
自
だ
し
た
。
現
鞭
の
市
長
　
を
継
い
で
市
長
に

イ
ン
を
売
り
出
す
　
　
宮
崎
市
長
は

一
こ
み
ま
で
い
都

ヽ

長

な
ど
、
ユ
一一―
夕

市
行
政
は
あ
っ
て
も
都
市
経
営
と

策
市

な
行
政
手
腱
は
奎

い
う
観
念
は
役
ヽ
に
な
か
っ
た
．

崎

で
　
匡
¢
虐
推
●
ヵ
ε

期
蕩
を
春
折
し
、
静
ス
悩
を
因
´

蟄

“

も
議
目
さ
れ
て
い
　
て
い
く
こ
と
は
、
企
業
経
営
と
同

百

国
の
自
治
体
か
ら
　
税
源
を
確
保
し
、
歳
一ム
照
を
因
っ

郡
画
立
大
学
で
餞
度
を
警

，
の
は
　
な

つ
た
。

マ
ル
　
　
“
機
な
機
爾
「

　

　

一　
一
一
ｏ　
　
　
　
　
　
・

に
豪
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
資
金
を
調
達
し
，
ポ
ー
ト
ア
イ
　
部
長
は

「霧
”
市
の
都
市
経
営
の
　
考
え
て
い
る
」
と
憲
欲
龍
だ
＾
一

絶
靭
糠
黒
調舞
醸
”解
豪
蓼
％
幣
髪
　
壼
昇
資̈
者
‘
籍
ｆ
諄
多
議
講
虔
一

〓
る
。　
　
　
　
　
　
し
こ
と
で
、
行
政
と
経
営
を
集
大

書
め
て
。
『塁
本
の
教
授
会
で
工
〓
　
ク
、
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
麟
を
決
一●
レ
　
　
水
島
一
絶
■
榊
一戸
大
学
経
営
学
　
成
し
た
請
菱
が
で
き
な
い
か
、
と

〈
路

』
，
９

〓

■

■
■
〓
》
　
　
　
　
　
　
晨
韓
制
卸
』
針
』
杵
細
税
〓
鮮
撃
一
一

明
治
二
九
年
兵
庫
県
生
れ
　
昭
和
九
　

の
問
，
自
■
大
臣
　
衆
院
副
議
長
　
法

年
立
命
館
大
学
を
卒
業
し
弁
護
士
を
開

　
務
大
臣
な
ど
要
積
■
嗜
一任
．
昭
和
五
十

葉
「
京
都
市
議
、
京
都
府
議
を
経
て
、
　

・ヘ
キ
政
界
を
引
退
さ
れ
た
。

昭
和

一
七
年
東
条
内
間
に
反
政
を
ひ
ら
　
　
一π
立
命
館
協
議
員

現́
在

の
評
議

が
え
し
、
弾
圧
レ
ニ

け^
な
が
ら

二

二
十
　
員
）‘
昭
和
二
十
四
年
二
命
僚
大
手
法
学

六
オ
の
若
さ
で
京
都

一
区
か
ら
神
出
黒
、　

博
士
、
五
十

一
年
四
月
勲

一
筆
ｔ
臼
大

二彗
Ｔ

一一、
当
選
以
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田中伊三次先生 には神妻りll県支

部へ総会・ 誇属会 t・

‐二度 になた り

来ていたたいた。ご冥福をお祈 り

します。
昭63.1.3朝 日新 聞にて

日 中 法 相

ヘ

⌒

神 奈 ∫|1県 支 部 緑 区 の 会 開 な れ る !

昭 63年 1月 24日 (日 )青葉 合「 ,し亀」 にぉぃて第 2回
緑区 の会が開かれた。多忙 な折 でし/た が 、13名 の出席があ

り有意義 なひと ときをすごすことができました。
総会、忘年会のみにとらわれず、日常●活動を活発にする
ため、今後も会を開いていきたぃと思います。大勢の出席
をお願いします。

長谷川貞栄 (昭45文 )

年，
一
●
一

′　′一れ
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証

′
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ノ

た



格..り 1́廃書撃姿実学 3:題

立命館 ,同志社大 が群を抜 く京都 の社長 さ

`ノ

であ るが、全国とな ると立命館 は11位であ

る。民間 の信用調査情報機関の帝国 デー タバ

ンクが ]月 18日 、わが国 の 743,384社
(昨年末場在 、資本金 100万円以 _ヒ)の社

長出身大学
=」

を発表 した。立命館 は10位か ら

11位へ後退 。本年度 は再 びベス トテ ンに帰 り

咲 いて欲 しいものであ る。

京都府下では、 14,365社 の うち立命館

が 1,051人 、同志社 が 1,038人 と両大学

が群を抜 いている。以下京大 210人 、早大

113人、京都工織大 106人、慶大 100人、

関大 97人の順。

討隼1 大学|‐ 隻最贅
l 三亀畠箕撃・  |::♀雷
: 騎詈諄大学

||;餡

∫ 寒覆英撃   ::6欝

: 喬憲全実学  ::♀磁
l 霊菖癸革   :::餘

11
■5
18
17
18
19

"

|||:|‐ 通譲癸撃   i3:き峨
1211S霊李農大学 ::3蟹

|:::撃晨炎革  ‐ 11:継
|

‐檬1奎竪異季本学 |::覇 |

V

三二号

昭和 63年度入学志願 者、

立命館 15,761人 増 と最多
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昭厠Ct■ 3月 20日 t日 )

立 命 2絃 に 終 る

昭
‐
/J62年度関西学生 野球秋季 リーク は春

に続 いて立命館 は 2位 l~終 った。 1′ ギ ュラ

ー全員がスポーツセ レク ト選手か らな る近

大 に勝剰|す ることは難 し 17・ が、関西代表 と

して神富球場に遠征 して欲 しいものです。

最優秀投手賞 は 1年生なが ら 7勝、防御

墨 0.61の好成績を残 した立命 の長谷 川滋

利 (東洋大姫路)が初受賞 。今季に期待 し

たい。

第11=

C会 責払透`み
のち嵐い

(会計担当  上田 長浜〕

会員一人ひとりの会費か、支部の充実
した運営 。発展 に結びつくことと御認識
のうえ皆様0御支援・御協力を御願い致

下記いずね.の機関を通じても結構です。
横浜銀行 横浜駅前支店
櫂獣

'壷

1言

`晨

  N●
= 2 5 2 2 9(2)郵便局  横浜中央郵便局

振替 口座 ヽ横浜 5‐
-10799

※ 口座名はt・ ずれも「立命館大学校友会神ダ |1県支部」

集

第11号をおとどけします。読ス′で楽 しい広報となるよう工夫したつもりです。
編集についてご意見ありましrた ら、お寄せ下さい。

全国一のアツ トホームな支部となるよ う幹事一同がんな っていますので会合
には出来るかぎりの御出席を御願 い致 します。

(灰報担当  鶴 見、京川、長谷チ||、 山下、長浜、泉 )

します。

振込先 i3、

(1)銀 行

記後編
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T-2杯目のお酒

| | |‐  |■憔 由美子‐

11月 下旬の1■岐は夜う傑 くて 風呂上|'り の

お酒は暖かきが二賦六時に崚みわた0た
=地

透

は 鳴 りのiれ」。それと「いそっ子」という焼

酎がある.海籠を僅った珍しいものらしい。魔

酎なるものは、初めて飲んだ,チ ュよ′ヽイとゃ

らがはやった頃、歯根時のタコ茂屋で,― ビス

についていたの■Gに したことはあるが、蝶を

通らなかっ′t.て も「1ヽ そっテ」.‐ お汚割は

かなり,めた
=い

きあるが、t地 ょく嘱元を退

り過ぎた。7たのせいもあるだろう。薔らでR
宿のおばさんが話し詢ける。何しろ私達は飛び

込み客でおばさんが,Vを 見てくつら,・ でいた

一番暖かい郡Eを さ領してしまったのだ.おば

さんtま  突然のなに ,,美顔を見せて、魚量に魚

貝嵌のこ文 (l出 力■,て た酎は酒こう.ら取り3
せてくれた。そして思いでキンピラブイウとソ

バを作ってくれ 自家製の″ブラのよ勁も出 t

てくれた。「田合はこえをもんしかないんよJと

お
=さ

ん:=ス の尋そう 1ヽ言 った
'ナ

と 泄功ざら

いのユもパクパノ食べる程 護全4マーケット

に1夕 をい味があった。

は
',も '雪

tユ
=●

rv,る たら ,″ .島■

冬の荒海にヽわれても、島に残した旅人の足跡

は、記憶ので
'だ

の中(生 さ続ける.

ライター ユiム由美子 (48法卒)


